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【褥瘡の現状】
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【感染の現状】
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【転倒・転落の現状】
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１．比較対象について

同規模 同程度の稼働病床数の病院（100床未満、100床台、200床台、、、1000床以上）における病棟の数値と比較しています

同機能 一般病床の場合は同じ入院基本料、もしくは同じ特定入院料を算定する病棟と比較しています

（入院料と特定入院料を両方算定する場合は同じ入院基本料を算定する病棟と比較しています）

療養病床、結核病床、感染症病床、精神病床の場合は同じ病床区分を算定する病棟と比較しています

院内平均 院内の全病棟における平均値と比較しています。

前回 前回のデータと比較しています。過去6か月以上データが登録されていない場合には比較できません。

２．評価について

比較対象別に数値の大小に合わせて評価のコメントを記載しています。コメントは四分位値を区切りとして自動的に付与されます。

３．結果を受けて

次ページ以降には、アウトカムごとに結果だけではなく構造や過程に関するデータも掲載しています。改善活動を検討する際には、

関連するデータも参照して課題を見つけ、解決策を検討しましょう。

病棟評価レポート（Ⅰ）

こちらは2023年から提供予定の

サンプルです。

実際のサービスとは異なる

可能性があります。



転倒・転落に関するレポート　（202３年度12月分）

ディンクル病院　3A病棟

●主なアウトカムに関する状況

●関連データ　 （＊関連データのうち、一部の数値入力データを出力しました。選択肢で回答された内容はITシステムをご覧ください）

自病棟 前回 院内平均
同規模
中央値

同機能
中央値

ベスト
プラクティス
中央値

病棟の病床数　（床） 46 46 45 46

稼働病床の病床稼働率　（％） 90.0 87.5 83.3 85.6

平均在院日数　（日） 9.8 11.0 10.7 10.3

病床回転率 3.0 2.7 2.8 3.0

100床あたりの常勤換算看護職員数　（人） 62.6 63.0 62.4 64.2

100床あたりの常勤換算看護補助者数　（人） 8.0 8.3 7.8 8.3

看護職員の実際の人員配置　（●対1） 6.1 6.8 6.1 6.3

患者1人1日あたり看護職員労働時間　（時間） 3.9 3.7 4.0 3.8

月平均1日あたり夜間配置数 （人） 4 3.9 4.0 4.0

看護要員に占める夜勤従事者割合　（％） 93.9 92.4 93.5 93.8

75歳以上の年齢階層別患者の割合 47.6 38.5 42.9 40.7

手術件数の割合 30.0 24.7 27.5 29.5

緊急入院件数の割合 56.0 47.5 45.5 44.0

重症度、医療・看護必要度の基準を満たす患者の割合（必要度Ⅱ） 41.2 39.0 37.7 38.6

A得点平均値　（一般病棟用、必要度Ⅱ） 2.5 2.0 1.5 1.2

身体的拘束患者割合 7.1 7.3 8.2 6.7

認知症高齢者の日常生活自立度ランクⅢ以上の患者割合 11.9 7.3 5.9 4.6

転倒・転落予防ケアに関する総研修時間［病院単位］　（分） 90.0 ー 90.0 ー

転倒・転落防止のための備品 86.0 86.0
ありを選択

82.4
ありを選択

86.1

転倒・転落予防に関する研修への年間延べ参加者の割合 19.0 10.7 19.7

転倒・転落に関する患者・家族教育（全患者に実施） 85.2 82.7 82.7 85.2

入院患者の転倒・転落発生率（レベル1～5の計） 3.2 2.6 2.3 2.6 2.1

入院患者の転倒・転落発生率（レベル３以上） 0.0 0.0 0.0 ー ー

構
造

過
程

結
果

関連データ

自病棟 3.2

同規模 2.6

同機能 2.1

院内 2.3

前回 2.6

各種条件との比較（‰）

こちらは2023年から提供予定の

サンプルです。

実際のサービスとは異なる

可能性があります。

病棟評価レポート（Ⅱ）


